
． ．広報おうめホームページ http://www.city.ome.tokyo.jp/ （６）３０ ９ １５

事業等 内容 対象者・実施施設等

　☆ 参 加 ・ 利 用 し ま せ ん か ☆

高齢者センター

沢井・小曾木

保健福祉センター

高齢者の憩いの場として利用できるよう、集会室や浴室などを設置しています。
書道（毛筆・ペン習字）、華道、茶道、詩吟、絵画、合唱などの講座もあります。
　対象者　６０歳以上の市民の方（利用証の発行のため住所、氏名、年齢を確認できるものを各施設にお持ちください。）
　実施施設

　　◎ 高齢者センター（東青梅１－１７７－３　福祉センター内☎２２－１１１１）
　　　利用時間…午前９時～午後５時（入浴は午前１０時～午後３時）、休館日…火曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始
　　　※平成３１年３月３１日をもって、高齢者センターは閉鎖します。
　　◎ 沢井保健福祉センター（沢井２－８４７－３☎７８－７７８８）・小曾木保健福祉センター（小曾木４－２１７６－２☎７４－

７１９７）
　　　利用時間…午前１０時～午後６時３０分※冬期（１０月～３月）は午後５時３０分まで
　　　入浴利用…金曜日を除く毎日　午前１０時～午後６時※冬期（１０月～３月）は午後５時まで、休館日…第２金曜日、年末年始
　　　※平成３１年３月３１日をもって、沢井・小曾木保健福祉センターの入浴利用を終了します。

介護ＤＶＤの

貸し出し

在宅の介護者やボランティアの方々に高齢者の介護のためのＤＶＤを無料
で貸し出します。

市民、ボランティアグループ、福祉施設、団体関係者など
問い合わせ　高齢介護課高齢者支援係

梅っこ体操の

ＣＤ・ＤＶＤ

貸し出し

いつまでも元気はつらつでいるために、継続的な運動習慣や仲間づくりが
必要です。そのため、市ではオリジナル介護予防体操を制作しました。高
齢介護課および中央図書館で無料で貸し出します。

市民
問い合わせ　高齢介護課包括支援係

糖

尿

病

予

防

講

座

～
血
糖
値
が
気
に
な
る
方
へ
、
今
で
き
る
こ
と
～

　
糖
尿
病
の
患
者
と
予
備
群
を

合
わ
せ
る
と
約
２
千
万
人
に
な

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
血
糖
値
が
高
い
ま
ま
放
置
す

る
と
、
血
管
が
傷
つ
き
、
将
来

的
に
心
臓
病
や
腎
疾
患
、
失
明

な
ど
重
い
合
併
症
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
予
防
す
る
た

め
に
、
病
態
や
治
療
、
食
生
活

の
改
善
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日 

程
・
内
容
・
講
師
　
別
表
の

と
お
り

時 

間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
　
市
役
所
２
階
204
会
議
室

対
象
　
市
民

定 

員
　
先
着
70
人
程
度
（
予
約

制
）

費
用
無
料

そ 

の
他
　
１
日
の
み
の
参
加
可

申 

し
込
み
　
９
月
18
日
か
ら
電

話
☎
23
・
２
１
９
１
で
健
康

セ
ン
タ
ー
へ

日程（１０月） 内容・講師

１７日（水）
医学講座
下奥多摩医院　古味隆子氏

２４日（水）
栄養講座
管理栄養士　高水秀美氏

　
生
活
習
慣
病
の
増
加
に
伴
い

血
管
疾
患
が
著
し
く
増
え
て
い

ま
す
。
血
管
の
壁
が
厚
く
な
っ

た
り
、
硬
く
な
っ
た
り
し
て
働

き
が
悪
く
な
る
「
動
脈
硬
化
」

は
、
自
覚
症
状
な
く
進
行
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
回
は
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
（
足

関
節
上
腕
血
圧
比
）、
Ｐ
Ｗ
Ｖ

検
査
（
脈
波
伝
播
速
度
）、
頸

動
脈
超
音
波
検
査
で
み
え
る
動

脈
硬
化
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

日 

時
　
10
月
13
日
（
土
）　
午

後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
総
合
病
院
講
堂
（
南
棟

市
立
総
合
病
院
　
お
う
め
健
康
塾

検

査

で

分

か

る

動

脈

硬

化

３
階
）

講
師
　
臨
床
検
査
科
臨
床
検
査

技
師
　
本
橋
弘
子
氏

そ
の
他
　
次
回
（
11
月
）
は
、

「
病
院
の
建
て
替
え
」（
予
定
）

で
す
。

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
総
合
病
院
管
理

課
庶
務
係
☎
22
・
３
１
９
１

　
特
定
健
康
診
査
開
始
当
初

（
平
成
20
年
度
）
の
受
診
率

は
43
・
３
％
で
し
た
が
、
最

新
の
受
診
率
は
52
・
６
％
と

（
国
の
目
標
値
は
60
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
男
女
別
受
診
率
は
、
男
性

が
46
・
９
％
、
女
性
が
58
・

１
％
で
す
。
最
も
受
診
率
が

高
い
の
は
70
〜
74
歳
女
性
の

70
・
３
％
で
、
低
い
の
は
45

〜
49
歳
男
性
の
22
・
２
％
で

す
。
全
体
的
に
働
き
盛
り
の

男
性
の
受
診
率
が
低
い
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
診
の
結
果
か
ら

生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク

の
高
い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）の
該
当
と
な
っ
た
方
は
、

そ
の
予
備
群
と
合
わ
せ
る

と
、
男
性
は
44
・
９
％
、
女

性
は
15
・
９
％
で
す
。

　
若
い
う
ち
か
ら
積
極
的
に

特
定
健
康
診
査
を
受
け
、
病

気
に
な
る
前
に
生
活
習
慣
の

見
直
し
と
工
夫
を
行
っ
て
い

く
こ
と
で
、
健
康
寿
命
（
健

康
で
日
常
生
活
に
制
限
の
な

い
期
間
）
を
伸
ば
し
て
い
く

健
康
メ
モ

特

定

健

康

診

査

の

結

果

か

ら

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
年
に
１
度
の
健
康

診
断
を
、
ま
た
必
要
に
応
じ

て
特
定
保
健
指
導
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※ 

デ
ー
タ
は
、
28
年
度
法
定

報
告
か
ら
抜
粋

　
市
の
特
定
健
康
診
査
・
後

期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
は
、

11
月
30
日
ま
で
で
す
。
早
め

の
受
診
で
早
め
に
対
策
を
！

※ 

健
診
対
象
者
に
は
、
５
月

末（
途
中
加
入
者
は
翌
月
）

に
緑
色
の
封
筒
で
受
診

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
健
康
セ
ン

タ
ー
☎
23
・
２
１
９
１

　
市
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
で
は
、
元
気
な

高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
え
る
側

と
な
り
、
掃
除
や
洗
濯
、
買
い

物
な
ど
の
家
事
を
行
う
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

新
た
な
担
い
手
と
し
て
、ま
た
、

元
気
な
高
齢
者
の
新
た
な
社
会

参
加
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
者

へ
の
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修

を
行
い
ま
す
。
家
事
援
助
は
初

め
て
と
い
う
方
も
、
新
た
な
支

援
の
担
い
手
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
15
日
（
月
）、
22

日
（
月
）
の
２
日
間
　
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
市
役
所
２
階
会
議
室

対
象
　
研
修
修
了
後
に
青
梅
市

社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は

青
梅
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
、
市
内
で

活
動
（
報
酬
あ
り
）
で
き
る

40
歳
以
上
の
健
康
な
市
民

元
気
高
齢
者
等
が
支
え
る

　

家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

　　
（
お
う
め
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
）
養
成
研
修

～
小
さ
な
手
助
け
、
大
き
な
生
き
が
い
～

内
容
　
介
護
保
険
制
度
の
概

要
、
介
護
従
事
者
と
し
て
の

心
得
や
倫
理
、
家
事
支
援
技

術
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
に

関
す
る
講
義

※
研
修
修
了
者
に
は
、
修
了
証

を
発
行
し
ま
す
。

講
師
　
介
護
福
祉
士
　
ほ
か

（
予
定
）

定
員
　
先
着
50
人
（
予
約
制
）

費
用
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
し
込
み
　
９
月
18
日
〜
10
月

５
日
に
電
話
ま
た
は
直
接

高
齢
介
護
課
包
括
支
援
係

（
市
役
所
１
階
）
へ

青
梅
市
自
立
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
集
い

日
時
　
10
月
28
日
（
日
）　
午

前
10
時
30
分
開
会

※
雨
天
決
行

会
場
　
自
立
セ
ン
タ
ー
（
今
井

５
―
２
４
３
４
―
２
）

内
容
　
飲
食
や
ゲ
ー
ム
等
の
各

種
模
擬
店
、
自
主
製
品
等
販

売
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
な
ど

無
料
送
迎
バ
ス（
リ
フ
ト
付
き
）

運
行
　
下
表
の
と
お
り

問
い
合
わ
せ
　
自
立
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
集
い
担
当
☎

32
・
１
６
３
１
、
市
障
が
い

者
福
祉
課

９
月
24
～
30
日
は

結

核

予

防

週

間

で

す

午

前

の

部

自立センター発 ＪＲ小作駅東口セイムス前 今井市民センター前 浮島神社東側 自立センター着

９：５５
（２台運行）

－ １０：０５ １０：１０ １０：２０
１０：１０ － － １０：２５

１０：３０ １０：４５ １１：００ １１：０５ １１：１５

　
結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
な

く
、
日
本
で
は
毎
年
新
た
に

１
万
８
千
人
程
度
の
患
者
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

☆ 

結
核
と
は
…
空
気
感
染
し
、

一
般
的
に
は
肺
の
内
部
で

増
え
て
、
せ
き
、
た
ん
、
呼

吸
困
難
な
ど
の
症
状
を
起

こ
す
こ
と
が
多
く
、
肺
以
外

の
腎
臓
、
骨
、
脳
な
ど
、
身

体
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
影

響
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
結
核
菌
に
感
染

し
た
場
合
、
必
ず
し
も
す
ぐ

に
発
症
す
る
わ
け
で
は
な

く
、体
内
に
留
ま
っ
た
の
ち
、

再
び
活
動
を
開
始
し
、
発
症

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
１
歳
前
の
お
子
さ
ん

を
対
象
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
予
診
票
が

届
い
た
ら
、
指
定
日
に
予
防
接

種
を
受
け
て
結
核
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ
　
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
23
・
２
１
９
１

午

後

の

部

自立センター発 今井市民センター前 浮島神社東側 ＪＲ小作駅東口セイムス前 自立センター着

１２：３０ １２：４０ １２：４５ １３：００ １３：１５
１３：２０ １３：３０ １３：３５ １３：５０ １４：０５
１４：１０ － － １４：２５ １４：４０

～高齢者の皆さんへの各種事業等～
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事業等 内容 対象者・実施施設等

　☆ 高 齢 介 護 課 の サ ー ビ ス ☆ 問い合わせ　高齢介護課高齢者支援係・包括支援係

訪問理美容サービス
訪問サービス券（年間６回分を限度）を交付し、自宅で理美容サービスを
受ける際の訪問料金（出張料）を助成します。

在宅の６５歳以上の介護保険要介護３・４・５の方
実施施設　契約理容店・美容店

日常生活用具の給付

腰掛便座、入浴補助用具、歩行補助車等を一定の基準額まで１割（一定以
上の所得のある方は２割または３割）の自己負担で給付します。事前の申
請が必要で、購入後の助成はできません。

介護保険で非該当と判定されたが、日常生活用具の給付が必
要と認められる６５歳以上の方

住宅改造費の助成

浴槽・流し台・洋式便器等の設備改造費を一定の基準額まで１割（一定以
上の所得のある方は２割または３割）の自己負担で助成します。事前の申
請が必要で、工事着工後の助成はできません。

おおむね６５歳以上で、住宅の改造が必要と認められる方（要
介護認定の申請をしてください。）

紙おむつの給付

紙おむつ、尿取りパット、おむつカバーを月額８, ０００円を限度とし、現
物支給します。（組み合わせ等は選択可）給付額の１割を自己負担していた
だきます。

おおむね６５歳以上の市民税非課税世帯の在宅の方で、寝た
きり等でおむつを必要とする方

配食サービス
１食４００円の自己負担で、週３回までボランティア等により昼食を配送
します。

おおむね６５歳以上の一人暮らしの方または高齢者世帯の方
で、身体的、精神的機能の低下で炊事困難の方

寝具乾燥サービス
日照が悪いなど寝具の自然乾燥ができない環境にある世帯に、月１回４枚
まで、寝具の乾燥を１割の自己負担で行います。

６５歳以上の寝たきり高齢者がいる世帯または６５歳以上の
一人暮らしの方もしくは高齢者世帯の方

緊急通報システム

急病や緊急事態のときに、無線発報器（ペンダント）により救急車の出動
などの救護が受けられます。本人の身体状況の調査と、本人の所得に応じ
て費用負担があります。

おおむね６５歳以上の一人暮らしの方または高齢者世帯の方
等で、発作を起こしやすい病気等があり、設置が必要と認め
られる方

火災安全システム
専用通報機の貸与をしています。この通報機により、火災発生時に消防車
両等の出動が受けられます。本人の所得に応じて、費用負担があります。

おおむね６５歳以上の一人暮らしの方等で、設置が必要と認
められる方

福祉電話の設置
電話機の設置にかかる費用を助成します。本人の希望により週２回まで、
安否の確認を行っています。

６５歳以上の一人暮らしの方または高齢者世帯の方で、市民
税非課税世帯であり、現在電話がなく近隣に親族が居住して
いない方

温泉保養施設

の利用助成

市が指定した温泉保養施設を利用する場合に利用料の一部を助成します。

　 ▽宿泊の場合１泊につき３，０００円（年間４泊以内）

　 ▽日帰りの場合１日１回につき３００円（年間６日以内）

６５歳以上の在宅の方および援護者
実 施施設　市の指定する日帰り施設と宿泊施設があります。
詳しくはお問い合わせください。

徘
はい

徊
かい

高齢者家族支援

サービス

人工衛星（ＧＰＳ）と携帯電話の電波網を利用し、位置探索を行う機器の
端末を貸与します。利用料は、かかった費用の１割で、そのほか必要によ
り自己負担があります。

認知症で、徘徊行動が見られるおおむね６５歳以上の在宅高
齢者を介護している親族

介護サービス相談員

の派遣

介護保険施設や居宅等を訪問し、介護サービス利用者や家族等の話を聞き、
相談に応じる等の活動を行う相談員を派遣します。利用料は、かかりません。

介護保険制度における介護サービス利用者および家族等

認知症サポーター

養成研修の講師派遣

認知症サポーター（認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を温か
く見守り応援していく人）を養成するためキャラバン・メイト（講師）を
派遣します。講師料は無料です。

おおむね１０人以上の団体・グループ等

　☆ 相 談 機 関 ☆ 問い合わせ　各地域包括支援センター

地域包括支援

センター

高齢者の多様なニーズや相談に総合的に対応します。
　業 務内容　介護予防ケアマネジメント ▽総合相談・支援 ▽権利擁護、虐待早期発見・防止 ▽地域のケアマネジャーの支援

△

各種サービ
スの申請代行

　対象者　高齢者およびその家族等
　対象地域・施設

　　 ▽青梅・東青梅地区…地域包括支援センター☎２２－１１１１（内線２１５９）（市役所１階高齢介護課内）
　　 ▽長淵・河辺・梅郷・沢井地区…地域包括支援センターうめぞの☎２４－２８８２（駒木町３－５９４－１　メディケア梅の園内）
　　 ▽大門・新町・今井・小曾木・成木地区…地域包括支援センターすえひろ☎３３－４４７７（末広町１－４－５　すえひろ苑内）

　☆ 住 宅 課 の サ ー ビ ス ☆ 問い合わせ　住宅課公営住宅係

高齢者住宅事業

専用の集合住宅（青梅シルバーピア新町・１棟１５戸・新町３－５４－
１７）に生活協力員等を置き、安心で自立した生活が送れるよう、配慮し
た施設です。空き部屋が生じた場合、広報おうめ等で公募します。

住宅にお困りの６５歳以上の自立した生活をしている一人暮
らしの方

　☆ 清 掃 リ サ イ ク ル 課 の サ ー ビ ス ☆ 問い合わせ　清掃リサイクル課清掃係

指定収集袋の給付
ごみ袋引換券を送付します。なお、申請が必要ですので、印鑑をお持ちの
うえ、清掃リサイクル課（市役所５階）へお越しください。

世帯全員が６５歳以上で、市民税非課税世帯の在宅の方

おむつごみの

無料収集

燃やすごみと同じ日に汚物を取り除いて、透明か半透明の袋に入れて排出
した場合、無料で収集を行います。

在宅の方

　 ☆ 参 加 ・ 利 用 し ま せ ん か ☆

高齢者クラブ
市内の各地域に５４の高齢者クラブがあります。地域の高齢者が自主的に
組織した団体で、健康で豊かな生活のため、さまざまな活動をしています。

６０歳以上の方
問い合わせ　福祉センター管理事務室☎２２－１１２５
※火曜日を除く

シルバーパス
申し込みにより、最寄りのシルバーパス常設発行窓口で都内民営バス、都
バスなどが利用できる東京都シルバーパス（有料）が発行されます。

満７０歳以上の都民の方
問い合わせ　東京バス協会☎０３－５３０８－６９５０

シルバー

人材センター

シルバー人材センターへ会員登録し、能力・経験に応じた軽作業等の仕事
をします。また、植木の手入れ等の仕事を依頼できます。

おおむね６０歳以上の健康な方
問い合わせ　シルバー人材センター☎２４－８１７１

シルバーマイスター

制度

ウクレレ、民謡、鉄道模型など優れた技能・知識・経験をお持ちの方を派
遣します。講師料は無料です。

福祉施設、高齢者クラブ、団体など
問い合わせ　高齢介護課高齢者支援係

暮 ら し に お 役 立 て く だ さ い

（６面へ続く）
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